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第３章 基本的な考え方 

１ 基本理念（目指すべき姿） 

 

子どもは、本市の将来を担うかけがえのない宝であり、すべての子どもたちが未来

に向かって前向きに挑戦できるよう健全な育ちを支えていく必要があります。しかし

ながら現実には、子どもたちの将来がその生まれ育った環境によって左右されること

が少なくなく、経済的困窮家庭で育った子どもが、その世代を超えて次の世代にも連

鎖する「貧困の連鎖」が指摘されているところです。 

子どもを取り巻く経済的な問題、いわゆる「子どもの貧困」は、「進学できない」、

「栄養の偏った食事しかできない」、「塾や習い事、家族旅行に行けない」など、子ど

もが一般的に享受できる機会や体験が奪われることにより、自己肯定感や生きる力が

失われることに深い問題の根があります。 

また、「子どもの貧困」は、見た目ではわかりづらく、実態が見えにくいという特徴

があり、育児放棄や暴力などの虐待の芽ともなり、将来的には子ども自身のみならず、

社会全体にとっても大きな損失となるものです。 

本計画は、将来を担う大切な人材である子どもたちが、その生まれ育った環境にか

かわらず心豊かに育ち、自分の可能性を信じて前向きに挑戦することにより、未来を

切り拓いていけるように支援することを基本理念とし、「貧困の連鎖」という負の連鎖

を断ち切ることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 基 本 理 念 － 

すべての子どもたちが、生まれ育った環境にかかわらず、 

自分の可能性を信じて前向きに挑戦することにより、 

未来を切り拓いていけるまち「さかど」 
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２ 取組みの方向性 

法に示された基本理念に基づき、次の４つの項目を柱に施策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての子どもが教育や体験の機会を奪われることのないよう、教育の機会

の保障、学習に意欲的に取り組める環境づくりを推進します。援 

【施策】 

 （１）学力向上・多様な体験の支援 

 （２）就学・進学の支援と教育の機会均等 

（３）学校をプラットフォームとした子どもの支援体制の構築 

 

【具体的な事業】 

・学力向上推進事業        ・地域人材を活用した学習支援事業 

・生活困窮者学習支援事業     ・ひとり親家庭等学習支援事業 

・小・中学校就学援助事業（学用品費等・医療費・給食費） 

・多子世帯学校給食費軽減事業      ・入学準備金貸付事業   

・不登校解消事業         ・子どもの貧困対策推進事業  等 

 

家庭の状況や健康等、複合的な問題を抱える保護者を適切な支援につなぎ、

生活の安定を目指すとともに、子どもの年齢に応じた安心できる居場所づくり

を推進します。 

【具体的な事業】 

・子育て世代包括支援推進事業     ・妊婦健康診査 

・乳児家庭全戸訪問事業        ・乳幼児健診事業 

・地域子育て支援拠点事業       ・子どもの貧困対策推進事業（再掲） 

 ・ファミリー・サポート・センター事業  ・ひとり親家庭等日常生活支援事業 

 ・放課後児童健全育成事業       ・青少年地域ふれあい事業 

・市民活動普及支援事業（提案型協働事業）  

・地域人材を活用した学習支援事業（再掲） 等 

【施策】 

 （１）子育てや親子の健康に関わる切れ目のない支援 

 （２）保護者の生活支援 

（３）子どもの居場所づくり 

生活の支援 

教育の支援 
 Ⅰ 

 Ⅱ 
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子育てと仕事の両立が図れるよう、家庭が抱える課題に寄り添った相談支援 

やキャリアアップに向けた資格の取得支援など、保護者の就労の確保に努めま

す。 

 

【施策】 

 （１）保護者への就労支援 

 （２）多様な就労形態に合った子育て支援 

【具体的な事業】 

・雇用相談等事業           ・被保護者就労支援事業 

・母子家庭等自立支援事業       ・子育て求職者の就職支援事業 

・幼児期の学校教育・保育の提供     

・各種保育事業（時間外保育、休日保育、病児保育） 

・放課後児童健全育成事業（再掲）  等 

  

 

真に必要とする人が経済的支援を受けられるよう、さまざまな支援制度の 

周知を図り、適正な支給等に努めます。 

 

【施策】 

 （１）経済的困窮家庭の自立に向けた支援 

 （２）子育て家庭及び特別な配慮が必要な家庭への支援 

【具体的な事業】 

・生活保護等事業    ・自立相談支援事業   ・住居確保給付金の支給   

・小・中学校就学援助事業（学用品費等・医療費・給食費）（再掲）  

・児童手当等支給事業        ・こども医療費支給事業        

・保育料の減免           ・実費徴収に係る補足給付を行う事業  

・児童扶養手当支給事業       ・ひとり親家庭等医療費支給事業  

・在宅重度心身障害者手当支給事業  ・多子世帯学校給食費軽減事業（再掲） 

・入学準備金貸付事業（再掲）   等 

 

経済的な支援 

保護者の就労支援 
 Ⅲ 

 Ⅳ 
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３ 体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）生活困窮者の自立に向けた支援 

（２）ひとり親家庭への支援 

（１）保護者への就労支援 

（２）多様な就労形態に合った子育て支援の充実 

Ⅳ 

経済的な支援 

Ⅲ 

保護者の 
就労支援 

（１）親子の生活・相談支援 

（２）保護者の生活支援 

（３）子どもの居場所づくり 

Ⅱ 

生活の支援 

（１）学力向上・多様な体験の支援 

（２）就学・進学の支援と教育の機会均等 

（３）学校をプラットフォームとした子どもの支援体制

の構築 

 

Ⅰ 

教育の支援 

施策の柱                 施策       

（１）学力向上・多様な体験の支援 

（２）就学・進学の支援と教育の機会均等 

（３）学校をプラットフォームとした子どもの支援体制

の構築 

Ⅱ 

生活の支援 

（１）子育てや親子の健康に関わる切れ目のない支援 

（２）保護者の生活支援 

（３）子どもの居場所づくり 

Ⅲ 
保護者の 
就労支援 

（１）保護者への就労支援 

（２）多様な就労形態に合った子育て支援 

Ⅳ 
経済的な支援 

（１）経済的困窮家庭の自立に向けた支援 

（２）子育て家庭及び特別な配慮が必要な家庭への支援 

－基本理念－ 
すべての子どもたちが、生まれ育った環境にかかわらず、 
自分の可能性を信じて前向きに挑戦することにより、 

未来を切り拓いていけるまち「さかど」 


